２００２年５月８日

「児童点字検定３級公式テキスト（日本能率協会マネジメンター刊）」

の訂正のお知らせ

日本ビジネス点字検定協会　事務局長　石井　至

　この度は掲題書をご購入・ご愛読頂きまして誠にありがとうございます。本の内容につきまして訂正させて頂きたい箇所がございましたので、お知らせ申し上げます。よろしくご査証のほどお願い申し上げます。

1． ４２頁　⑧

－● ●－ －● ●● ●－

　（×）
●－ ●● ●－ －● －－

●● －● ●－ －● ●－

－● ●－ －● －－ ●● ●－

　（○）
●－ ●● ●－ －－ －● －－

●● －● ●－ －－ －● ●－

（ｺﾒﾝﾄ）点字では、文節で区切るというルールが一般的であるため、「ほしの」で区切り、「ほしの□すな」と表す

2． ５４頁　⑪

－● ●－ －● ●－

　（×）
－－ ●● ●－ ●●

●－ －● ●－ ●●

－● ●－ －● －－ ●－

　（○）
－－ ●● ●－ －－ ●●

●－ －● ●－ －－ ●●

（ｺﾒﾝﾄ）同様に「やしの□み」と表す

3． ５９頁　４行目

（×）…子音はさっき勉強した⑥点だけだから…

（○）…子音はさっき勉強した⑤点だけだから…

４．
１２７頁　６行目


（×）…③と⑤の点だから、


（○）…④と⑥の点だから、

　　


5． 　
１２９頁　②

－● －－ －● ●● －－ ●－

　（×）
●－ ●－ ●● ●－ ●● ●－

●● －－ ●－ －● －－ －●

－● －－ －● －－ ●● －－ ●－

　（○）
●－ ●－ ●● －－ ●－ ●● ●－

●● －－ ●－ －－ －● －－ －●

(ｺﾒﾝﾄ)複合名詞で、分離したときに前の部分が３音以上の場合は、そこで区切り、スペースを入れるルールが一般的である。「ホット□ケーキ」ということ。

6． 　１３１頁　⑨

●－ －－ －－ ●● ●● －－ ●－ ●－

　（×）
－－ ●－ －－ －－ －● －－ －－ ●－

－－ －－ －● ●● －－ －● ●● －－

●－ －－ －－ ●● ●● －－ －－ ●－ ●－

　（○）
－－ ●－ －－ －－ －● －－ －－ －－ ●－

－－ －－ －● ●● －－ －－ －● ●● －－

(ｺﾒﾝﾄ)同上。「アップル□パイ」。

7． １３２頁　⑪

●－ ●● －－ ●－ ●－ ●●

　（×）
－－ ●● ●● －● ●－ －●

－● －－ －－ －－ －－ －●

●－ ●● －－ －－ ●－ ●－ ●●

　（○）
－－ ●● ●● －－ －● ●－ －●

－● －－ －－ －－ －－ －－ －●

(ｺﾒﾝﾄ)同上。「カレー□ライス」。

8． 　
１３３頁　⑰

－－ －● －－ －－ ●● －● －－ －－

　（×）
－－ ●－ ●－ －－ －－ ●－ ●● －●

－● ●● －－ －● ●● －● －－ ●●

－－ －● －－ －－ ●● －－ －● －－ －－

　（○）
－－ ●－ ●－ －－ －－ －－ ●－ ●● －●

　　　　
－● ●● －－ －● ●● －－ －● －－ ●●
(ｺﾒﾝﾄ)同上。「ポップ□コーン」。

9． １５１頁　１行目

－●

　（×）
－●　＋　ミッカ

●●

　（○）
（削除）

(ｺﾒﾝﾄ)数字が登場しないのだから、数符は不要。

10． １５１頁　３～４行目

－● ●－ －● －● ●－ ●● －－

　（×）
－● ●－ ●● ●● －－ ●－ －●

●● －－ －－ －－ －－ ●－ ●●

－－ －●  ●－ －－ ●－ ●● －－


－－ －●  －－ －● －－ －● －－

－－ ●●  －－ －－ －● ●－ －－

－● ●－ －● －● ●－ ●● －－ －－

　（○）
－● ●－ ●● ●● －－ ●－ －● －－

· ● －－ －－ －－ －－ ●－ ●● －－

－●  ●－ －－ ●－ ●● －－


－●  －－ －● －－ －● －－

●●  －－ －－ －● ●－ －－

（ｺﾒﾝﾄ）２行目がスペースから始まるのは不自然なので、２行目最初のスペースを１行目に移動させる。本来は改行した場合はスペースを残す必要がないが、改行しないで続ける場合を意識してスペースをわざわざ書いた。

７．
１５２頁の最後の行～１５３頁

－● －● ●● －－ －● ●－ ●●

　（×）
－● ●● －－ －－ －● －● －●

●● －－ －－ ●● ●● －－ －－

●● ●－ －－ －● ●● ●－ ●● ●●


－－ ●－ －－ －● ●－ －● －● －－

－－ －－ ●● ●● －－ －－ －－ －－

－● －● ●● －－

　（○）
－● ●● －－ －－ 

●● －－ －－ ●●

－● ●－ ●● ●● ●－ －－

－● －● －● －－ ●－ －－

●● －－ －－ －－ －－ ●●

－● ●● ●－ ●● ●●


－● ●－ －● －● －－

●● －－ －－ －－ －－

（ｺﾒﾝﾄ）数字の途中で改行しない。つなぎ符は文頭で使わない。

8． 　
１５４頁　２～４行目

●－ ●－ －● ●● －－ ●－ ●－

　（×）
●● －－ ●● －－ －－ ●－ ●●

●● ●－ ●－ －● －－ ●－ －●

●－ －－ ●－ －－ ●● －－ －●

　
－－ －● －● －● －－ －－ －●

－－ －－ －● －－ ●● －－ ●●

●－ －－ －● ●－ ●● －－ －● ●●

　
－－ －－ －● －－ －● －－ －● ●－

－－ ●● ●● －－ －－ ●● ●● －－

●－ ●－ －● ●● －－ ●－ ●－ ●－ －－ ●－ －－ ●● －－

　（○）
●● －－ ●● －－ －－ ●－ ●● －－ －● －● －● －－ －－

●● ●－ ●－ －● －－ ●－ －● －－ －－ －● －－ ●● －－

－●●－ －－ －● ●－ ●● －－ －● ●●

　
－●－－ －－ －● －－ －● －－ －● ●－

●●－－ ●● ●● －－ －－ ●● ●● －－

（ｺﾒﾝﾄ）「にしあざぶ」は一つの言葉なので、途中で改行しない（「にし□あざぶ」としない方が一般的）。改正後の上記１行目の最後のスペースは意図的に残した。数符と数字の間で改行はできないので、数符のところから改行した。

９．
１５６頁　１行目～

－－ ●● －－ －－ －－ ●－ －－ －－ －●

　（×）
－● ●● －● －－ －● －－ －● －● ●－

－－ ●－ ●● ●－ －－ ●● ●● －－ －●

－－

· ●

－－

－－ ●● －－ －－ －－ －－ ●－ －－ －－ －● －－

　（○）
－● ●● －● －－ －－ －● －－ －● －● ●－ ●●

－－ ●－ ●● ●－ －－ －－ ●● ●● －－ －● －－

（ｺﾒﾝﾄ）「電話□番号」は一つの言葉なので、途中で改行しない。複合名詞は、分離しても意味が理解できる言葉の場合は、そこで区切りスペースを入れる。

１０．
１５７頁　一番下の行　から　１５８頁　１行目

－● －● ●－ ●－ －● －－ －● ●－

　（×）
－● ●● －－ ●－ ●● －－ －● －●

· ● －－ －－ －－ －－ ●● ●● －－

－－ －● ●－ ●－ ●－ ●－ ●●

－－ －● －－ －－ ●－ ●● －－

●● ●● －－ －－ －－ －－ －－

－● －● ●－ ●－ －● －－ －● ●－ －－

　（○）
－● ●● －－ ●－ ●● －－ －● －● －－

· ● －－ －－ －－ －－ ●● ●● －－ ●●

－● ●－ ●－ ●－ ●－ ●●

－● －－ －－ ●－ ●● －－

●● －－ －－ －－ －－ －－

（ｺﾒﾝﾄ）数字の途中で改行しない。つなぎ符は文頭で使わない。

11． １５８頁　２行目

－－ ●－ ●－ ●● －－ ●－ ●－ －－

　（×）
●● ●－ ●－ －● －● －－ －● ●●

●● －－ －－ ●－ －－ ●● －● ●●

－－ ●－ ●－ －－ ●● －－ ●－ ●－ －－

　（○）
●● ●－ ●－ －－ －● －● －－ －● ●●

●● －－ －－ －－ ●－ －－ ●● －● ●●


（ｺﾒﾝﾄ）語呂合わせでも「いい□つばさ」とスペースを空けるのが一般的。

　誤植などお気づきの点がございましたら、当協会までお知らせ頂けますと幸いです（ＦＡＸ：０３－５７７５－１３８６）。

　最後になりましたが、訂正作業にご協力頂きました「てんやく　つくし」の皆様に御礼申し上げます。

以上

（2002年２月１日発行　初版第１刷対応）

